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アーティストのいる児童養護施設 Ⅰ 
 




























る。本体施設に 69 名，小規模分園として 2 カ所のグループホームに各 6 名，計 81 名を受け入れ，























































































































































































































 心理療法としてコラージュ療法が施行されるようになって約 30 年が経過し，派生する様々な活用







 対象は，本学短期大学部幼児教育学科（取得免許資格：幼稚園教諭・保育士）2 年生の女子学生 4
名で，１名が 20 歳，他 3 名は 19 歳であった。「感性を育む造形表現の展開」の授業の 2 回目に実施
した。個人情報の扱いや倫理上の説明を十分に行い，理解を得た上で行った。実施日時は 2017 年 9
− 66−










































である（図 5，表 3）。 





































 筆者が 2009 年から継続して取り組んできた西宮市山口町船坂地区でのアートによる村おこしは，
9 年目にして節目を迎えている。アートが人に与える力，社会への影響力，その在り方自体が今全国
の取り組みで問われている。その最中，この船坂の児童養護施設善照学園にアーティストが入り続け
ている。アートの効果を確かめる切り口が，この善照学園に見出せるのではないかと考え，まずは児
童養護施設における芸術表現のパイオニアともいえる愛媛県今治市のあすなろ学園を含めて概観し
た。 
 「自己表現」に着目することで教育・養育は全うできるとする考え方は，あすなろ学園でも善照学
園でも共通していた。表現を通して児童は生きる術を身に付けていくのである。しかし芸術表現によ
ってどの程度達成効率が上がったのかということについては，客観的な数値では測りにくく，主観的
な推測とならざるを得ない。 
 そこで，医療分野の芸術療法として広く浸透しているコラージュ療法，そしてそれを芸術表現と見
立ててその効果について測定する手段として J-POMS 短縮版を援用した。実際の施設児童に実施す
る状況にはまだないために，疑似的に本学学生に施した。その結果，先行する研究報告と同様に，こ
うした表現活動を行うことによるストレス緩和作用に加えて，抑圧されていた感情の解放や浄化作用
の可能性が確認された。またそれが，教育・養育の大きな助けとなるであろうことは想像に難くな
い。 
図６ 学生Aのコラージュ（参考） 
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 以上を手掛かりに，今後はさらにデータを集めて分析を行い，各地の施設の地域性や背景も鑑み比
較検討しながら，アーティストが児童養護施設にいる意義を客観的に明らかにしていきたい。また，
鈴木と同様に船坂での実践者としても，今後も継続的に船坂地区を応援していきたいと考えている。
船坂文芸サークルの展覧会企画の運営や広報面，船坂里山学校（旧船坂小学校）内展示室の運用など
のサポート、さらに表現活動を中心としたワークショップの定期開催などを、船坂の担当委員の方々
と検討している。そこに本学学生や善照学園生が関わることで，さらに彩りが増すことにもなろう。
善照寺の寺子屋をルーツとする古き学び舎（旧船坂小学校）が残る船坂は，アートを媒介に次世代の
学びと成長の場として一歩を踏み出したところである。 
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